
○　奈良県の人口増減数　　　8,187人減少　（1,190人増加）
○　自然動態：自然増減数　　5,671人減少　（32人減少）
　　　　　　　　出生児数　　8,960人　　　（33人）
　　　　　　　　死亡者数　 14,631人　　　（65人）
○　社会動態：社会増減数　　2,516人減少　（1,222人増加）
　　　　　　　　転入者数　 27,881人　　  （3,442人）
　　　　　　　　転出者数　 30,397人　　  （2,220人）※かっこ内は外国人（内数）の数値
○　月別の人口動態・自然動態　すべての月で、出生数が死亡数を下回っている。・社会動態　H29年10月～12月及びH30年4月を除き、転入者が転出者を下回っている。

　７．人口動態[自然動態及び社会動態]　７．人口動態[自然動態及び社会動態]　７．人口動態[自然動態及び社会動態]　７．人口動態[自然動態及び社会動態]（平成29年10月1日から平成30年9月30日まで）

図８図８図８図８ 人口動態の推移人口動態の推移人口動態の推移人口動態の推移

図９図９図９図９ 月別自然動態月別自然動態月別自然動態月別自然動態

(人人人人)

図１０図１０図１０図１０ 月別社会動態月別社会動態月別社会動態月別社会動態

(月月月月)
(月月月月)

(年年年年)

(人人人人)
(人人人人)
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　※1：平成24年6月分までは日本人のみ、平成24年7月からは外国人を含む。

　※　かっこ内は外国人(内数)の数値である。

（単位：人）平成２９年　１０月中 △ 236 ( 311) 751 ( 3) 1,173 ( 5) △ 422 ( △ 2) 2,220 ( 461) 2,034 ( 148) 186 ( 313)１１月中 △ 511 ( 95) 728 ( 2) 1,273 ( 3) △ 545 ( △ 1) 1,721 ( 254) 1,687 ( 158) 34 ( 96)１２月中 △ 354 ( 52) 745 ( 6) 1,273 ( 6) △ 528 ( 0) 1,824 ( 204) 1,650 ( 152) 174 ( 52)平成３０年　　１月中 △ 985 ( 25) 817 ( 3) 1,550 ( 7) △ 733 ( △ 4) 1,651 ( 185) 1,903 ( 156) △ 252 ( 29)２月中 △ 1,388 ( △ 25) 682 ( 1) 1,339 ( 7) △ 657 ( △ 6) 1,749 ( 161) 2,480 ( 180) △ 731 ( △ 19)３月中 △ 1,870 ( 96) 715 ( 2) 1,244 ( 4) △ 529 ( △ 2) 4,911 ( 416) 6,252 ( 318) △ 1,341 ( 98)４月中 204 ( 267) 657 ( 2) 1,095 ( 2) △ 438 ( 0) 4,406 ( 447) 3,764 ( 180) 642 ( 267)５月中 △ 631 ( 80) 828 ( 1) 1,221 ( 9) △ 393 ( △ 8) 2,078 ( 251) 2,316 ( 163) △ 238 ( 88)６月中 △ 516 ( 27) 705 ( 4) 1,025 ( 6) △ 320 ( △ 2) 1,748 ( 179) 1,944 ( 150) △ 196 ( 29)７月中 △ 629 ( 106) 782 ( 5) 1,193 ( 5) △ 411 ( 0) 1,905 ( 273) 2,123 ( 167) △ 218 ( 106)８月中 △ 672 ( 74) 817 ( 1) 1,185 ( 5) △ 368 ( △ 4) 2,047 ( 327) 2,351 ( 249) △ 304 ( 78)９月中 △ 599 ( 82) 733 ( 3) 1,060 ( 6) △ 327 ( △ 3) 1,621 ( 284) 1,893 ( 199) △ 272 ( 85)計 △ 8,187 ( 1,190) 8,960 ( 33) 14,631 ( 65) △ 5,671 ( △ 32) 27,881 ( 3,442) 30,397 ( 2,220) △ 2,516 ( 1,222)

年    月 増減数 出生児数 死亡者数 自然増減数自然動態 社会増減数転入者数 転出者数社会動態

(単位：人) 出生児数 死亡者数 自然増減数 転入者数 転出者数 社会増減数平成5年10月～平成6年9月 8,938 13,487 9,654 3,833 43,620 38,590 5,030 75平成6年10月～平成7年9月 11,326 13,557 9,996 3,561 46,816 39,270 7,546 219平成7年10月～平成8年9月 8,390 13,489 9,747 3,742 43,993 39,513 4,480 168平成8年10月～平成9年9月 5,088 13,573 10,141 3,432 42,414 40,867 1,547 109平成9年10月～平成10年9月 2,794 13,637 10,136 3,501 38,838 39,714 △ 876 169平成10年10月～平成11年9月 2,004 13,351 10,626 2,725 37,856 38,486 △ 630 △ 91平成11年10月～平成12年9月 475 13,225 10,373 2,852 36,692 39,029 △ 2,337 △ 40平成12年10月～平成13年9月 △ 1,875 12,928 10,338 2,590 34,573 39,542 △ 4,969 504平成13年10月～平成14年9月 △ 3,309 12,673 10,524 2,149 33,289 38,669 △ 5,380 △ 78平成14年10月～平成15年9月 △ 3,035 12,259 11,007 1,252 32,464 36,676 △ 4,212 △ 75平成15年10月～平成16年9月 △ 4,607 11,866 10,906 960 31,294 36,992 △ 5,698 131平成16年10月～平成17年9月 △ 4,740 11,384 11,743 △ 359 30,510 35,153 △ 4,643 262平成17年10月～平成18年9月 △ 4,987 11,404 11,692 △ 288 29,807 34,434 △ 4,627 △ 72平成18年10月～平成19年9月 △ 5,498 11,404 11,839 △ 435 29,646 34,737 △ 5,091 28平成19年10月～平成20年9月 △ 5,751 11,097 12,406 △ 1,309 28,914 33,354 △ 4,440 △ 2平成20年10月～平成21年9月 △ 4,123 10,840 12,143 △ 1,303 29,059 31,784 △ 2,725 △ 95平成21年10月～平成22年9月 △ 4,173 10,743 12,821 △ 2,078 28,041 30,105 △ 2,064 △ 31平成22年10月～平成23年9月 △ 5,041 10,514 13,251 △ 2,737 27,713 30,043 △ 2,330 26平成23年10月～平成24年9月 △ 5,997 10,468 13,571 △ 3,103 27,422 30,144 △ 2,722 △ 172平成24年10月～平成25年9月 △ 6,141 10,321 14,160 △ 3,839 29,367 31,669 △ 2,302平成25年10月～平成26年9月 △ 7,083 9,812 13,830 △ 4,018 28,513 31,578 △ 3,065平成26年10月～平成27年9月 △ 7,104 9,984 14,098 △ 4,114 28,520 31,510 △ 2,990平成27年10月～平成28年9月 △ 7,366 9,577 13,946 △ 4,369 27,954 30,951 △ 2,997平成28年10月～平成29年9月 △ 8,693 9,071 14,351 △ 5,280 27,712 31,125 △ 3,413平成29年10月～平成30年9月 △ 8,187 8,960 14,631 △ 5,671 27,881 30,397 △ 2,516

自然動態　※1 社会動態　※1   外国人  登録者数増減年    月 増減数

表３表３表３表３ 月別人口動態（平成月別人口動態（平成月別人口動態（平成月別人口動態（平成29292929年年年年10101010月～平成月～平成月～平成月～平成30303030年年年年9999月）月）月）月）

表２表２表２表２ 年別人口動態年別人口動態年別人口動態年別人口動態
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○　出生数が死亡数を上回っている市町村（２市町）   自然増減数(率）　香芝市 85人（0.11％）、王寺町 71人（0.30％）
○　出生数が死亡数を下回っている市町村（37市町村）

　　　　　　　　転出者数　 31,510人　　     自然増減数が少ない上位３市町村　奈良市 1,437人、大和高田市 405人、宇陀市 366人   自然増減率が低い上位３市町村　川上村△3.00％、東吉野村△2.74％、黒滝村△2.57％
　　　　（１）（１）（１）（１）自然動態 [市町村別]自然動態 [市町村別]自然動態 [市町村別]自然動態 [市町村別]（平成29年10月1日から平成30年9月30日まで）

図１１図１１図１１図１１ 市町村別自然増減数市町村別自然増減数市町村別自然増減数市町村別自然増減数（（（（H29.10.1H29.10.1H29.10.1H29.10.1～～～～H30.9.30H30.9.30H30.9.30H30.9.30）））） 図１２図１２図１２図１２ 市町村別自然増減率市町村別自然増減率市町村別自然増減率市町村別自然増減率（（（（H29.10.1H29.10.1H29.10.1H29.10.1～～～～H30.9.30H30.9.30H30.9.30H30.9.30））））
(人) (％)
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○　都道府県別転入者数   転入者が多い上位３都道府県　大阪府 9,021人、京都府 2,429人、兵庫県 1,916人
○　都道府県別転出者数   転出者が多い上位３都道府県　大阪府 9,617人、京都府 2,798人、東京都 2,381人
○　都道府県別転出超過数（転出者数ー転入者数）   転出超過数が多い上位３都道府県　東京都 1,009人、大阪府 596人、京都府 369人
○　ブロック別転入・転出状況   転入・転出とも、近畿ブロックが最多

　（２）社会動態 [県外移動者]　（２）社会動態 [県外移動者]　（２）社会動態 [県外移動者]　（２）社会動態 [県外移動者]（平成29年10月1日から平成30年9月30日まで）

都道府県名 人数（人） 構成比（%） 都道府県名 人数（人） 構成比（%） 都道府県名 人数（人） 構成比（%）1 大阪府 9,021 32.36 大阪府 9,617 31.64 東京都 1,009 40.102 京都府 2,429 8.71 京都府 2,798 9.20 大阪府 596 23.693 兵庫県 1,916 6.87 東京都 2,381 7.83 京都府 369 14.674 東京都 1,372 4.92 兵庫県 2,133 7.02 神奈川県 273 10.855 三重県 973 3.49 愛知県 1,223 4.02 愛知県 269 10.696 愛知県 954 3.42 神奈川県 980 3.22 埼玉県 230 9.147 神奈川県 707 2.54 三重県 964 3.17 千葉県 229 9.108 和歌山県 581 2.08 滋賀県 699 2.30 兵庫県 217 8.629 滋賀県 529 1.90 千葉県 683 2.25 滋賀県 170 6.7610 千葉県 454 1.63 埼玉県 602 1.98 山口県 90 3.58
本県への転入者数 本県からの転出者数 転出超過（転出-転入）数

図１３図１３図１３図１３ 毎年毎年毎年毎年10101010月１日現在の推計人口の推移月１日現在の推計人口の推移月１日現在の推計人口の推移月１日現在の推計人口の推移

表表表表4444 県外移動者数（上位１０都道府県）（平成県外移動者数（上位１０都道府県）（平成県外移動者数（上位１０都道府県）（平成県外移動者数（上位１０都道府県）（平成29292929年年年年10101010月月月月1111日～平成日～平成日～平成日～平成30303030年年年年9999月月月月30303030日）日）日）日）

図１４図１４図１４図１４ 県外移動者ブロック別状況（平成県外移動者ブロック別状況（平成県外移動者ブロック別状況（平成県外移動者ブロック別状況（平成29292929年年年年10101010月月月月1111日～平成日～平成日～平成日～平成30303030年年年年9999月月月月30303030日）日）日）日）
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○　転入超過の市町村（９市町村）   転入超過数の多い上位３市町村　王寺町 280人、葛城市 248人、斑鳩町 171人
○　転出超過の市町村（30市町村）   転出超過数の多い上位３市町村　天理市△437人、大和高田市△353人、橿原市△309人※　上記転入・転出超過数は県内移動と県外移動を合わせた合計である。

　（３）社会動態 [市町村別]　（３）社会動態 [市町村別]　（３）社会動態 [市町村別]　（３）社会動態 [市町村別]（平成29年10月1日から平成30年9月30日まで）
図１５図１５図１５図１５ 市町村別転入・転出超過数市町村別転入・転出超過数市町村別転入・転出超過数市町村別転入・転出超過数 （（（（H29.10.1H29.10.1H29.10.1H29.10.1～～～～H30.9.30H30.9.30H30.9.30H30.9.30））））

【【【【転転転転 出出出出 超超超超 過過過過】】】】 【転転転転 入入入入 超超超超 過過過過】】】】
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